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九
州
大
学
文
学

部
蔵
敦
健
文
書

「
新
大
徳
造
窟
箸
計
料
」

探
微，馬

徳

（

坂

上

康

俊

訳

）

は
じ
め
に

一
九
九
二
年
九
月
、
北
京
金
一
山
で
開
催
さ
れ
た
国
際
敦
埠
吐
魯
番
学
術
討
論
会
の
席
上
、
現
在
九
州
大
学
文
学
部
図
書
室
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
敦
健
文
書
「
新
大
徳
造
窟
窟
計
料
」
の
内
容
と
若
干
の
問
題
点
が
、
日
本
よ
り
出
席
さ
れ
た
池
田
温
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

筆
者
は
、
そ
の
会
議
に
参
加
さ
れ
て
い
た
恩
師
萎
伯
勤
先
生
よ
り
池
田
氏
の
報
告
の
コ
ピ
ー
を
頂
き
、
あ
わ
せ
て
、
当
該
文
書
に
つ
い
て

の
研
究
を
委
嘱
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
文
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
北
京
外
国
語
学
院
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
任
に
な
ら

れ
た
池
田
温
氏
、
お
よ
び
敦
爆
研
究
院
で
長
期
に
わ
た
り
敦
埋
の
建
築
の
研
究
に
従
事
さ
れ
て
き
た
専
門
家
の
孫
儒
欄
氏
に
幾
た
び
も
御

教
示
を
仰
ぎ
、

一
九
九
三
年
三
月
に
は
莫
高
窟
の
現
場
で
詳
細
な
検
証
を
重
ね
、
ま
た
幸
い
に
も
同
僚
孫
毅
華
女
史
の
協
力
を
も
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

そ
の
後
筆
者
が
、
東
京
芸
術
大
学
の
平
山
郁
夫
学
長
、
澄
川
喜
一
学
部
長
の
お
招
き
を
い
た
だ
い
て
、
同
大
学
美
術
学
部
の
客
員
研
究

「
新
大
徳
造
窟
鴛
計
料
」
探
徴



「
新
大
徳
造
窟
篇
計
料
」
探
徴

〔図版1〕

－
新
大
徳
造
窟
倉
計
料
材
木
多
少
起
口
口

尺

2
大
椴
要
灘
、
各
長
萱
丈
頁
尺
五
寸
、

径
査
丈
武
寸
、

欄
額
参
、

奮
者
堪
用、

3
柱
建
箇
、

蓄
有
、

4
枠
松
方
子
参
僚
、
各
長
牽
丈
武
尺
伍
寸
、
径
頭
要
捌
寸
、

［鮒〕

5
口
子
、
計
要
六
裁
、
各
長
萱
丈
或
尺
伍
寸
、
径
要
捌
寸
、

〔承〕

6
丞
橡
方
子
三
片
、
各
長
萱
丈
京
尺
伍
寸
、
径
要
捌
寸
、

〔

承

〕

〔

丈

一

〕

7
丞
柱
通
地
物
、

長
或
捌
尺
、

8
雌
峰
要
棒
、

要
検
木
萱
丈
、
径
陸
寸
、

9
馬
頭
慰
箇
、
各
長
萱
丈
参
尺
、

叩
要
小
到
子
武
拾
箇
、
計
用
検
木
武
丈
、
径
捌
寸
、

日
大
同
感
、
要
稔
木
伍
尺
、
径
萱
尺
蕉
寸
、

ロ
貼
捌
箇
、
各
長
伍
尺
、
径
伍
寸
、

要
稔
木
、

日
花
貼
要
難
、
各
長
参
尺
五
寸
、

H
門
額
方
子
、
要
好
乾
木
、
長
玖
尺
、
闇
捌
寸
、

日
門
神
方
子
、
亦
長
玖
尺
、
径
陸
寸
、

17 16 
門 門
眉著 枇
参方
、子

拝試
鶏
栖 各
一長
、捌

桑尺
木
等径
不陸
用寸
差



「
新
大
徳
造
窟
倉
計
料
」
探
徴

林
崎
倫
男
氏
撮
影

国
南
間
沙
窓
額
方
子
、
長
玖
尺
、

径
陸
寸
、

四
轍
方
亦
玖
尺
、
径
陸
寸
、

加
南
窓
門
枇
武
、
各
長
伍
尺
、
径
伍
寸
、

幻
門
神
玖
尺
、

径
陸
寸
、

沼
北
溢
沙
窓
額
、
亦
長
玖
尺
、
径
陸
寸
、

お
腰
方
亦
玖
尺
、
径
陸
寸
、

担
門
枇
要
京
、

各
長
伍
尺
、
径
伍
寸
、

お
沙
窓
門
切
、

長
玖
尺
、
径
亦
六
寸
、

部
（
こ
の
行
塗
抹
）

幻
要
槙
子
参
拾
隼



「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
探
徴

四

員
と
な
っ
て
い
た
期
間
中
の
一
九
九
三
年
七
月
、
日
本
文
化
財
保
護
振
興
財
団
の
資
金
援
助
を
受
け
て
東
京
芸
大
美
術
学
部
よ
り
福
岡
に

派
遣
さ
れ
、
九
州
大
学
文
学
部
の
坂
上
康
俊
助
教
授
の
御
協
力
の
も
と
、
仔
細
に
原
文
書
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
い
う
次
第

で
、
中
日
両
国
の
諸
先
生
方
、
朋
友
諸
兄
姉
の
御
努
力
の
積
重
ね
が
あ
っ
て
初
め
て
こ
の
一
文
を
草
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
今

小
稿
を
公
表
す
る
に
あ
た
り
、
上
述
し
た
諸
関
係
団
体
・
部
局
・
諸
氏
に
、
衷
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
わ
し
た
い
。

「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
（
以
下
、
単
に
「
計
料
」
と
略
称
す
る
）
は
、
原
題
を
「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
材
木
多
少
起
口
口
」
と
す
る

も
の
で
、
二
紙
か
ら
な
り
、
縦
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
接
合
す
れ
ば
横
七
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
（
図
版
1
参
照
）
。
文
字
は
片

面
に
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
第
一
紙
に
は
二
二
行
、
第
二
紙
に
は
五
行
の
計
二
七
行
に
わ
た
っ
て
－
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第

お
行
は
、
塗
抹
き
れ
て
い
る
。
一
行
に
は
六
字
か
ら
一
九
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第
一
紙
の
第
1
・
5
行
に
若
干
の
欠
失
が
あ
る
ほ
か
は
、

基
本
的
に
全
文
が
残
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
い
ま
写
真
と
録
文
と
を
対
照
し
、
併
せ
て
校
勘
を
加
え
れ
ば
、
先
の
如
く
で
あ
る
。

に）

窟
窟
と
は
、
崖
壁
に
穿
れ
た
石
窟
の
前
面
に
建
造
さ
れ
る
木
造
建
築
で
、
石
窟
の
前
室
の
外
観
を
装
飾
し
、
前
室
の
空
間
を
拡
大
す
る

の
に
用
い
ら
れ
る
。
一

O
世
紀
に
は
教
埋
莫
高
窟
で
は
窟
管
を
修
造
す
る
こ
と
が
流
行
し
、
ひ
と
た
び
は
、
千
余
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
莫
高

窟
の
崖
面
を
、
股
堂
楼
閣
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
に
変
え
た
程
で
あ
る
。
歳
月
を
経
る
に
随
っ
て
、
そ
れ
ら
の
窟
窟
の
多
く
は
失
な
わ
れ
て

し
ま
っ
た
が
、
し
か
し
、
今
で
も
崖
面
上
に
は
、
当
時
建
て
ら
れ
た
ま
ま
の
第
一
九
六
、
四
二
七
、
四
三
一
、
四
三
七
、
四
四
四
の
各
石

窟
、
計
五
箇
所
の
窟
窟
の
実
物
が
保
存
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四
箇
所
は
、
比
較
的
完
型
に
近
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
す
で
に

多
く
の
研
究
者
が
、
専
門
研
究
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
莫
高
窟
の
窟
管
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
中
国
古
代
木



造
建
築
を
包
括
的
に
と
り
あ
げ
る
際
に
依
拠
し
て
き
た
主
要
文
献
は
、
宋
代
初
期
の
元
符
三
年
（
二

O
O）
に
李
誠
が
著
し
た
『
営
造

法
式
』

（
以
下
単
に
『
法
式
』
と
略
称
す
る
）

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

「
計
料
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
と
っ
て
、

お
お
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
計
料
」
に
記
さ
れ
て
い
る
窟
窟
の
部
材
は
、
基
本
的
に
は
『
法
式
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
部
材
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

『
法
式
』
や
現
在
中
国
圏
内
各
地
で
通
用
し
て
い
る
名
称
と
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
主
と
し
て
当
時
の
敦
憧
の
方
言
や
俗
語
を

用
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
が
、
そ
の
外
に
も
、
細
か
な
部
材
の
寸
法
や
比
率
の
点
で
も
『
法
式
』
の
厳
格
な
規
定
と
は
一
致
し
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
や
は
り
窟
窟
が
す
べ
て
石
窟
の
前
室
や
崖
面
の
高
低
、
寛
狭
、
深
浅
と
、
人
々
の
活
動
の
実
際
上
の
必
要
に

応
じ
て
造
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

いま「計料」に－記されている二七種の部材の名称、数量、寸法を表示すれば、次のようになる。

番号 戸rr 名 称 数量
寸法

（尺）

① 2 大椴 4 12.sx1.2 

② 3 柱 4 

③ 3 欄額 3 

④ 4 衿椴方子 3 12.5×0.8 

⑤ 5 柑子 6 12.sxo.s 

⑥ 6 承縁方子 3 12.5×0.8 

⑦ 7 承柱通地物 28 

⑤ 8 ft;峰 4 総計10×0.6

⑨ 9 馬頭 4 13 

⑬ 10 小問子 20 縦四×0.8

⑪ 11 大到 4 総計5×1.2

⑫ 12 貼 8 5×0.5 

⑬ 13 花貼 4 3.5 

⑬ 14 門額方子 9×0.8 

⑬ 15 門神方子 9X0.6 

⑬ 16 門枇方子 2 8×0.6 

⑫ 17 門棺 3 

⑬ 17 鶏栖 1 

⑬ 18 南関沙窓額方子 9×0.6 

＠ 19 腰方 9×0,6 

⑫ 20 南窓門枇 2 5x0.5 

⑫ 21 門神 9×0.6 

⑫ 22 北辺沙窓額 9×0.6 

＠ 23 腰方 9X0.6 

⑧ 24 門枇 2 5×0.5 

⑧ 25 沙窓門切 9X0.6 

⑫ 27 様子 30 

「
新
大
徳
造
窟
篇
計
料
」
探
徴

五



「
新
大
徳
造
窟
倉
計
料
」
探
徽

ノ、

こ
の
表
に
示
さ
れ
て
い
る
部
材
の
名
称
の
う
ち
、
『
法
式
』
や
、
伝
統
的
名
称
と
は
異
な
る
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑨
馬
頭
に
は
、
抹
角
、
角
梁
、
陽
馬
、
梁
抹
、
閥
角
な
ど
の
別
名
が
あ
る
。

⑫
貼
と
、
⑬
花
貼
と
は
、
割
牽
な
い
し
そ
の
類
の
部
材
で
あ
ろ
う
。

⑮
門
神
方
子
と
は
、
門
額
の
上
、
欄
額
の
下
（
門
額
と
欄
額
の
間
）
に
あ
る
横
額
で
あ
る
。
窓
額
と
欄
額
と
の
間
の
額
も
、
当
該
文

書
の
中
で
は
、
門
神
（
南
窓
の
⑫
）
と
か
沙
窓
門
切
（
北
窓
の
⑮
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
今
の
由
額
に
当
た
る
。

⑮
門
枇
方
子
と
は
、
円
程
の
こ
と
で
、
窓
程
の
こ
と
も
当
該
文
書
の
中
で
は
南
窓
門
枇
（
⑫
）
と
か
門
枇
（
北
窓
の
⑮
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

「
計
料
」
に
記
さ
れ
て
い
る
寸
法
は
、
唐
代
の
営
造
尺
を
用
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、

た
る
。

一
尺
が
ほ
ぼ
現
在
の
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
あ

「
計
料
」
に
記
さ
れ
て
い
る
窟
震
は
、
四
柱
一
ニ
聞
の
間
取
り
で
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
も
の
を
修
築
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
承
柱
通

地
坊
の
長
さ
（
二
八
尺
）
か
ら
推
測
す
る
に
、
窟
窟
の
正
面
は
幅
八
メ
ー
ト
ル
余
に
な
る
。
欄
額
、
門
額
、
窓
額
な
ど
の
長
さ
か
ら
見
て
、

三
間
の
幅
と
し
て
は
ほ
ぼ
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
門
権
の
高
き
（
八
尺
）
に
、
大
斗
（
大
同
）
、
小
斗
（
小
到
子
）
の
部
材
の
寸
法

等
を
加
え
て
推
算
す
る
と
、
窟
管
の
高
さ
は
ほ
ぼ
五
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
る
。
大
椴
お
よ
び
割
牽
（
貼
・
花
貼
）
の
部
材
の
長
さ
か
ら
推

算
す
る
と
、
窟
鷲
の
奥
行
き
は
ほ
ぼ
一
一
メ
ー
ト
ル
余
に
な
る
。
窟
篇
の
頂
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
細
か
な
部
材
の
数
量
か
ら
推
理
す
る
と
、

こ
の
窟
震
は
歌
山
式
の
頂
部
を
も
ち
、
斗
棋
は
両
跳
五
鋪
作
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
計
料
」
の
中
に
は
柱
を
承
け
る
地
梁
が
見
出
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
窟
窟
は
お
そ
ら
く
崖
前
の
水
平
面
そ
の
も
の
に
直
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
「
計

料
」
の
中
に
は
ま
た
、
勾
欄
（
て
す
り
）
の
部
材
も
見
出
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
現
存
し
て
い
る
窟
窟
お
よ
び
般
堂
の
遣
祉
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
の
窟
震
に
も
や
は
り
勾
欄
が
あ
り
、
従
っ
て
、
石
窟
の
前
の
、
崖
を
削
っ
て
平
坦
に
し
た
台
地
も
、
比
較
的
広
い
も
の
で
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
窟
震
の
様
相
や
規
模
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。



〔
国
語
M

〕
何
回
国

「
新
大
徳
ま
担
窟
鐙
眉
計
料
」
探
徴

七



「
新
大
徳
造
窟
篇
計
料
」
探
徴

〔
図
罰

ω
〕
恵
国
国

F、

〔
函
商
品
〕
隊
甫
国



い
ま
、
計
料
に
司
記
さ
れ
て
い
る
窟
窟
の
細
か
な
部
材
の
寸
法
ゃ
、
莫
高
窟
に
現
存
し
て
い
る
窟
窟
の
実
物
か
ら
、
当
該
窟
窟
の
復
原
示

意
図
を
描
く
と
、
お
お
よ
そ
先
の
よ
う
な
も
の
に
な
ろ
う
（
図
版
2
・
3
・
4
）。

（
作
図
は
孫
毅
華
女
史
。
図
中
の

O
で
固
ま
れ
た
数
字
は
、
前
掲
表
中
の
「
計
料
」

の
部
材
の
番
号
と
同
じ
。
図
中
の
寸
法
は
、

「
計
料
」
に
記
さ
れ
た
寸
法
を
も
と
に
し
て
、
比
例
計
算
に
よ
り
求
め
た
も
の
で
あ
る
）

信）

莫
高
窟
の
造
営
の
歴
史
が
我
々
に
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
石
窟
の
前
に
木
造
建
築
を
建
造
す
る
こ
と
は
、

来
上
っ
た
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
石
窟
が
造
ら
れ
た
時
に
同
時
に
木
造
建
築
が
建
造
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。

前
室
は
す
べ
て
外
倣
に
向
か
っ
て
聞
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
窟
倣
と
呼
ん
で
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
幾
つ
か
の
石
窟
に
は
、
そ
の
石
窟
が
出

来
上
る
と
同
時
に
木
造
建
築
が
建
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
崖
面
の
底
層
に
あ
る
一
四
八
号
石
窟
や
、
中
層
に
あ
っ
て
も
そ
の

一
斉
に
開
始
さ
れ
て
出

一
般
的
に
は
石
窟
の

下
の
層
に
は
石
窟
の
無
い
三
三
二
号
石
窟
な
ど
か
ら
、
南
北
の
大
像
の
あ
る
一
一
一
一

O
号
石
窟
お
よ
び
九
六
号
石
窟
の
前
面
の
楼
閣
に
ま
で

一
O
世
紀
の
初
頭
に
到
る
ま
で
の
莫
高
窟
は
、
旅
行
者
の
眼
に
は
ま
だ
「
南
北
二
皇
、
牽
く
こ
れ
高
大
な
る
沙
窟
な
り
」

及
ぶ
。
し
か
し
、

と
映
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

一
O
世
紀
に
な
る
と
、
莫
高
窟
の
鹿
聞
は
す
で
に
飽
和
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
8

功
徳
主
u

た
ち
は
、
石
窟
の
前
面
に
木
造

の
窟
篇
や
股
堂
を
建
造
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
崖
面
上
に
今
も
残
る
遺
跡
か
ら
み
る
と
、
そ
の
噴
、
崖
面
上
に
あ
っ

た
石
窟
の
前
面
す
べ
て
に
、
木
造
の
窟
震
と
殿
堂
と
が
建
造
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
横
幅
、
高
さ
、
奥
行
き
の
い
ず
れ
も
一
メ
ー
ト
ル
に

足
り
な
い
よ
う
な
小
さ
な
仏
禽
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
壮
大
な
工
事
は
、
基
本
的
に
は
一

O
世
紀
中
に
完
成
し
た
も

の
で
、
あ
る
木
造
建
築
は
、
わ
ず
か
な
こ
の
期
間
中
に
数
回
も
修
築
さ
れ
て
い
る
。
敦
埠
文
書
の
中
に
も
木
造
建
築
の
造
営
に
か
か
わ
る

幾
つ
か
の
記
載
が
、
例
え
ば
九

O
一
年
の
「
金
光
明
寺
造
窟
上
梁
文
」
（
臼
・

ω
8
1つ
九
三
三
年
の
「
都
僧
統
建
窟
上
梁
文
」

「
新
大
徳
造
窟
窟
計
料
」
探
徴

九



「
新
大
徳
造
窟
篇
計
料
」
探
微

。

（司・

8
g
b
v
九
四
九
年
の
「
某
氏
建
窟
櫓
題
棟
」
（
印
・
日
叫
つ
お
よ
び
九
六
六
年
の
「
重
修
北
大
像
記
」

残
っ
て
お
り
、
疑
い
も
な
く
「
計
料
」
も
や
は
り
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

九
・
一

O
世
紀
以
来
、
莫
高
窟
の
造
営
活
動
は
、
い
つ
も
8

功
徳
主
。
た
ち
が
自
分
の
昇
進
を
慶
祝
し
、
記
念
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ

て
き
た
。
「
計
料
」
の
題
目
お
よ
び
そ
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
か
新
大
徳
。
な
る
人
物
も
や
は
り
、
い
ず
れ
か
の
旧
い
窟
磐
を

重
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
新
た
に
獲
得
し
た
グ
大
徳
。
の
称
号
を
慶
祝
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
一

O
世

紀
の
敦
埠
の
張
・
曹
帰
義
軍
時
代
、
大
徳
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
僧
尼
は
、
文
献
に
見
え
て
い
る
だ
け
で
も
百
余
人
に
の
ぼ
り
、
彼
ら
の

多
く
は
莫
高
窟
に
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

い
く
つ
か
の
方
面
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

（の－
M
O
O
N
0
4
）
等
の
よ
う
に

「
計
料
」
に
見
え
て
い
る
8

新
大
徳
u

と
は
誰
で
あ
る
か
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、

「
計
料
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
窟
窟
の
規
模
は
、
比
較
的
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
窟
震
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
正
面
の
幅
は
八

メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥
行
き
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
そ
の
前
面
に
は
勾
欄
を
建
造
す
る
た
め
の
一
メ
ー
ト
ル
程
の
平
坦
面
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
当
該
建
築
物
が
「
窟
窟
」
で
あ
っ
て
「
殿
堂
」
「
殿
剰
」
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
奥
行
き
が
さ
ほ
ど
深
く
な
い
点
よ
り
み
れ

ば
、
こ
の
建
物
が
第
一
層
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
方
、
下
層
に
石
窟
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
窟
窟
の
部
材
に
地
梁
が
あ
る
筈

な
の
に
「
計
料
」
に
は
こ
れ
が
見
え
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
窟
窟
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
下
層
に
石
窟
の
無
い
第
二
層
の
石
窟
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
莫
高
窟
に
お
い
て
崖
面
上
に
…
一
層
以
上
の
石
窟
が
あ
る
う
ち
、
こ
の
当
該
文
書
の
よ
う
な
窟
窟
を
修
造
で
き
る
条
件
を
備

え
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
く
な
い
。

「
計
料
」
の
記
載
に
ふ
さ
わ
し
い
十
数
箇
所
の
石
窟
の
窟
前
の
遺
跡
の
調
査
に
も
と
か
つ
け
ば
、
筆
者
は
「
計
料
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

窟
震
は
、
現
在
の
莫
高
窟
第
五
窟
（
図
版
5
・
6
・
7
・
8
）
の
元
来
の
窟
窟
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
石
窟
は
も
と
も
と

曹
氏
帰
義
軍
第
四
代
節
度
使
の
曹
元
忠
執
政
時
代
に
あ
た
る
、
五
代
の
後
周
の
顕
徳
年
間
（
九
五
四
j
九
六

O
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

窟
主
は
帰
義
軍
節
度
使
の
小
吏
の
杜
彦
弘
で
あ
る
。
こ
の
石
窟
の
前
室
は
、
正
面
の
幅
が
八
メ
ー
ト
ル
以
上
、
前
室
の
あ
る
台
地
は
奥
行



「新
大
徳
造
窟
篇
計
料
」
探
徴

巨岩雲氏撮影〔図版5〕莫高窟第5窟の現況

〔図版 6〕第5窟断面 I 〔図版 7〕第5窟断面II

図版6・7・8ともに孫毅華女史作図 (1993年10月15日）
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巨岩雲氏撮影（図版9〕莫高窟第427窟窟震の現況

巨岩雲氏撮影〔図版10〕莫高窟第427窟窟貧富題梁墨跡
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潔
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滞
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）
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部
司
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国

〔
国
頭
芯
〕
耳
剥
副
国



き
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
崖
壁
の
上
に
は
窟
震
の
痕
跡
を
今
も
留
め
て
お
り
、
大
械
を
受
け
る
た
め
に
穿
れ
た
孔
は
、
地
面
か
ら
四
メ
ー

ト
ル
以
上
の
高
さ
に
あ
る
。
莫
高
窟
に
現
存
し
て
い
る
窟
蒼
の
遺
構
の
中
で
、
第
五
窟
の
窟
窟
の
遺
構
が
、
最
も
「
計
料
」
に
記
す
と
こ

ろ
と
合
致
す
る
と
言
え
よ
う
。

吐
蕃
・
帰
義
軍
時
代
の
敦
埋
に
は
、
数
千
人
の
僧
尼
が
居
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
の
官
制
に
依
れ
ば
、
法
律
や
僧
政
以
上
の
衡
を
持
つ

者
は
、
均
し
く
か
大
徳
。
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
杜
姓
の
。
大
徳
。
は
敦
埠
文
書
と
莫
高
窟
の
石
窟
供
養
人
題
記
の
中
に
も
数
名
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
す
べ
て
五
代
後
晋
以
前
（
九
四
七
年
以
前
）
の
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
「
計
料
」
に

記
さ
れ
て
い
る
窟
窟
を
重
修
し
よ
う
と
決
め
た
。
大
徳
。
が
誰
で
あ
る
か
を
知
り
う
る
方
法
は
無
い
。

「
計
料
」
に
記
さ
れ
て
い
る
窟
窟

は
、
莫
高
窟
に
現
存
し
て
い
る
九
七

O
年
に
建
て
ら
れ
た
第
四
二
七
号
石
窟
の
窟
窟
（
図
版
9
－

m－

U
－

U
－

m）
と
、
そ
の
構
造
が

基
本
的
に
同
じ
と
み
て
よ
く
、
た
だ
規
模
が
第
四
二
七
号
石
窟
の
窟
窟
よ
り
大
き
い
と
考
え
る
。
従
っ
て
、

「
計
料
」
に
一
記
さ
れ
て
い
る

莫
高
窟
第
五
窟
の
窟
震
の
重
建
も
、
九
七

O
年
前
後
、
あ
る
い
は
こ
れ
よ
り
や
や
後
頃
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
は
、

一O
世
紀
後
半
の
敦
埋
の
杜
姓
の
高
僧
が
、
莫
高
窟
第
五
窟
の
窟
窟
を
造
営
し
た
際
に
用
い
た
材
木
の

細
か
な
数
量
や
寸
法
等
を
、
比
較
的
系
統
的
に
記
載
し
て
お
り
、
こ
の
窟
震
の
建
築
構
造
と
規
模
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
中
国
の
古
代
木
造
建
築
の
細
か
な
部
材
や
構
造
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
現
存
最
古
の
も
の
と
言
っ
て

よ
く
、
中
国
の
古
代
建
築
研
究
の
空
白
を
あ
る
程
度
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
十
分
に
珍
重
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
筆
者
は
浅
学
非
才
の

身
を
顧
み
ず
、
こ
の
文
書
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
議
論
を
展
開
し
て
み
た
が
、
も
と
よ
り
そ
の
趣
旨
は
、
醇
を
拘
っ
て
玉
を
引
き
ょ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
専
門
家
の
各
位
な
ら
び
に
学
界
の
諸
兄
姉
よ
り
御
高
批
、
御
叱
正
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
す

ぎ
た
る
幸
い
は
無
い
。

「
新
大
徳
造
窟
窟
計
料
」
探
徴

五



「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
探
徽

〔注〕

（
1
）
最
も
新
し
い
研
究
成
果
と
し
て
は
、
粛
黙
『
敦
煙
建
築
研
究
』

O
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（2
）
梁
方
仲
『
中
国
歴
代
土
地
人
口
統
計
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

（3
）
「
莫
高
窟
再
修
功
徳
記
」
（
司
・
虫
色
4
）
参
照
。

（
4
）
「
敦
爆
録
」
（
∞
－

mt∞
）
参
照
。

（
5
）
た
と
え
ば
莫
高
窟
の
第
一
四
八
窟
の
下
の
小
禽
（
第
四
九
三
窟
）
な
ど
。

活
玉
閃
・
馬
世
長
『
敦
煙
莫
高
窟
殿
堂
遺
祉
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
6
）
録
文
は
次
の
通
り
。

1

口
唐
天
復
元
年
辛
酉
蔵
口
月
十
八
日
金
光
明
寺
造

2

窟
上
様
文

（
文
物
出
版
社
、

九
九

一
九
八
二
年
）
参
照
。

3

和
尚
口
口
自
述

4
口
天
修
建
、
無
過
移
石
穿
山
、
｛
石
谷
先
賢
石
跡
、
薩
詞
所

5
記
因
縁
、
目
慈
万
望
出
現
、
千
仏
各
坐
金
蓮
、
石
澗
長

6
流
聖
水
、
花
林
賓
鳥
盤
憧
、
聖
跡
早
晩
説
表
、
紙
墨
不
可

7
能
言
、
狭
流
狼
心
犯
塞
、
焚
焼
香
閣
接
残
、
合
寺
同
心
再
建
、

8
来
生
共
結
良
縁
、
模
様
刻
仙
吐
鳳
、
盤
龍
乍
去
驚

9
天
、
便
是
上
方
匠
制
、
直
下
屈
取
魯
班
、
馬
都
料
方

m且
空
、
縄
墨
不
道
師
難
、
若
得
多
少
功
債
、

日
口
法
布
施
与
門
川

U修
造
守
注
、
童
夜
不
曽
睡

ロ
眠
、
道
梼
門
川
ハ
川
ハ
〕
功
不
下
閑
言
、
道
政
但
存
身
口
、

日
不
門
川
川
ハ
ハ
ハ
ハ
川
〕
心
口
口
、
意
中
可
楽
福
岡
、
慶
達

M
H
I
l
l
u
U水
一
般
、
繁
圏
不
口
口
事
口
、
都

日

一

西

土

、

硬

翠

打

石

穿

山

、

道

序

口

同

言

大

悲

質

下

造

作

、

債

直

在

弥

動

ー』ノ、

第5窟

［英高窟石窟位置図〕孫儒欄氏作図（平凡社刊『中国石窟・敦埠莫高窟』第1巻より）



日
門
1
1
1
1
l
H
U、
大
国
恰
似
A
1
病
航
、
霊
寂
交

叩四円
1
1
I
l
l
l
u坐
禅
、
若
説
雨
動
嫡
、
口
口

四
円
H
l
u
l
u
u甑
叫
一
一
般
、
今
日
良
辰
己
至
、
口

却
円
ハ
ハ
U
、

（
7
）
録
文
は
次
の
通
り
。
（
周
紹
良
「
敦
埋
文
学
砂
児
郎
偉
。
井
政
」

文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
V

参
照
。
但
し
一
部
改
め
て
い
る
）

門
月
続
〕

1
維
大
唐
長
輿
元
年
美
己
歳
京
廿
四
日
河
西
都

2
僧
統
和
尚
依
宕
泉
霊
跡
之
地
建
禽
一
所
上

3
機
文
弟
子
児
郎
偉

4
若
夫
徴
埠
勝
境
、
地
傑
人
奇
、
自
故
崇
善
、
難
可

5
談
之
、
古
有
三
附
聖
跡
、
薩
詞
錫
因
此
資
、
鴻
墓

6
始
運
、
察
道
承
乗
時
、
自
後
先
賢
碩
徳
、
建
立
賓
殿

7
出
掛
ミ
、
莫
不
遠
見
浄
土
、
即
此
使
是
阿
弥
、
阪
今

8
大
施
功
者
、
我
都
僧
統
和
尚
之
為
敗
、
伏
惟
我
都
僧

9
統
和
尚
、
業
登
初
地
、
徳
仰
前
英
、
神
資
天
還
、
五
郡

叩
白
眉
、
百
金
日
食
、
盤
播
四
維
、
鐙
通
有
則
、
妙
在

日
心
機
、
故
乃
聖
慈
却
遠
、
像
法
皆
施
、
合
同
衆
生
之
本
意
、
流

四
名
万
代
之
期
、
選
揮
形
勝
之
地
、
湊
日
即
便
開
基
、
願

日
得
天
神
助
護
、
聖
力
可
不
加
威
、
因
資
一
郡
清

M
曇
、
五
老
惣
今
知
之
、
若
説
和
尚
功
業
、
難
可
談
費

時
者
奏
、
児
郎
偉
、
鳳
棲
更
多
巧
妙
、
李
都
料
縄

門制〕

国
墨
難
過
、
劇
裁
木
無
葬
者
、
方
固
結
角
、
藤
義

口
供
樹
、
皇
廻
軟
五
、
援
梁
用
柱
極
多
、
直
向
空
裏
架
銀
、

回
魯
眠
不
是
大
寄
、
康
博
士
能
行
新
斧
、
苦
也
不
得
猿

国
獲
、
張
博
士
不
曲
目
道
病
、
到
来
便
如
琢
如
磨
、
別
索
煎

「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
探
徴

〈
『
出
土
文
献
研
究
』
、

七

第427窟
↑↑  

↑第437窟第431窟

第必4窟



「
新
大
徳
造
窟
蟹
計
料
」
探
徴

却
湯
葉
水
、
甚
人
供
承
得
他
、
張
賢
面
而
満
月
、
諸
人
不
惣
莫

包
能
過
、
施
功
穐
鰹
半
月
、
楼
成
上
接
天
河
、
奉
我
和
尚

辺
旨
教
、
今
朝
賞
設
綾
羅
、
具
述
難
可
説
童
、
旦
成
後
韻
之

お
科
、
児
郎
偉
、
和
尚
衆
人
之
傑
、
多
不
与
時
間
、
忽
然
設

担
其
大
恵
、
委
令
撃
窟
興
功
、
宕
泉
難
有
千
窟
、
此
窟

お
難
可
撞
論
、
寅
是
園
駅
揚
千
併
、
設
瞭
穂
象
之
容
、

部
唐
押
街
一
心
事
緋
、
不
伯
体
赤
熱
三
冬
、
海
印
極
甚
辛

釘
苦
、
四
更
便
起
打
鍾
、
調
停
一
鐘
縛
鋭
、
一
杓
先
入
喉
中
、

部
戒
徳
厨
勝
目
百
味
、
共
我
和
尚
心
問
、
董
家
優
婆
模

却
福
中
第
一
、
亦
能
場
力
輸
忠
、
児
郎
偉
、
今
因
良

〔郡】

初
時
吉
日
、
上
棟
雅
合
周
旋
、
五
郎
英
俵
並
在
、
一
州
士
女

む
餅
問
、
鎌
餅
千
盤
万
婚
、
一
時
雲
集
宕
泉
、
壷

回
向
空
中
乱
撒
、
次
有
金
銭
銀
銭
、
願
我
十
方
諸
仏
、
親
来

出
端
坐
金
蓮
、
薦
我
尚
和
景
祐
、
福
杵
而
海
長
延
、

担
感
是
助
修
之
輩
、
見
世
惣
獲
福
田
、
諸
族
六
親
内

部
外
、
永
岡
瑠
閣
神
仙
、
撤
煙
万
人
休
泰
、
五
稼
豊
稔

部
龍
川
、
莫
在
辞
多
建
前
、
歳
時
猶
望
罵
還
、
自

訂
此
上
機
之
後
、
高
貴
千
年
万
年
、

（8
）
録
文
は
次
の
通
り
（
池
田
温
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
〈
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
、
一
九
九
O
年
〉
四
八
九
頁
参
照
。
な
お
9
行
目
「
此
」
を
、
池
田
は
「
屯
」
と
す
る
）

1
維
大
漢
天
福
拾
慰
年
歳
次
丙

2
午
八
月
丁
丑
朔
廿
二
日
戊
成
勅

3
河
西
蹄
義
軍
節
度
瓜
沙

4
等
州
観
察
慮
置
支
度
管

5
回
押
蕃
落
等
使
光
禄
大
夫
特

l¥ 



6
進
検
校
太
侍
食
邑
萱
肝
戸

7
食
寅
封
参
倍
戸
議
郡

8
開
園
侯
曹
ム
之
世
再

9
建
此
簿
記
、

（

9
）
録
文
は
次
の
通
り
。

－
大
宋
乾
徳
四
年
歳
次
丙
寅
五
月
九
日

2
勅
鰐
義
軍
節
度
使
特
進
検
校
太
師
兼
中
毒
令
托
西
大
王
曹

3
元
忠
与
勅
受
涼
園
失
人
涛
揚
翠
氏
、
国
為
菊
月
、
届
此

4
仙
巌
、
避
炎
天
宰
然
之
悪
岡
、
趣
幽
静
槙
祥
之
属
議
官
、
莫
不
洗

5
心
機
線
、
心
池
之
慧
水
澄
清
、
錬
意
度
誠
、
意
地
之
道
芽
鋳

6
茂
、
接
煩
喧
怜
一
月
、
繋
想
念
休
日
千
尊
、
禽
禽
而
毎
奏
銀
燈
、

7
光
明
徹
於
空
界
、
窟
窟
而
常
焚
賓
護
、
香
気
遍
於
天
街
、
夜
奏

8
篇
部
、
楽
音
与
法
音
覚
韻
、
童
鳴
鈴
銭
、
幽
闇
之
罪
類
停

9
腰
、
兼
請
僧
俗
数
人
、
連
簡
二
十
四
筒
、
口
於
大
王
窟
内
、
抄
潟
大

m併
名
経
文
、
一
十
七
寺
之
中
、
毎
寺
各
施
一
部
、
内
樋
一
部
、
議
遺
西
州
所
欠
俳
名
、

日
誓
願
寓
筆
、
善
事
既
楽
、
融
持
増
貧
向
之
心
、
悪
業
漸
除
、
不
暇
修
崇

ロ
之
志
、
遂
観
北
大
象
弥
勤
、
建
立
年
深
、
下
接
繭
層
、
材
木
損
折
、

日
大
王
夫
人
見
斯
類
段
、
便
乃
度
告
焚
香
、
誘
諭
都
僧
統
大
師
、
兼
及
僧
俗

比
官
吏
、
心
意
一
決
、
更
無
二
一
一
一
、
不
経
句
時
、
締
構
巴
畢
、
梁
棟
則
谷
中
採
取
、
惣

時
是
早
歳
枯
乾
、
橡
斡
乃
是
、
従
域
新
来
、
並
伎
信
心
檀
越
、
工
人
供
備
、

国
賓
是
豊
盈
、
飯
似
積
山
、
酒
如
江
海
、
可
謂
時
平
道
泰
、
俗
富
人
安
、

打
毒
因
明
主
以
陶
銭
、
皆
由
仁
君
而
造
化
、
不
唯
此
際
功
徳
、
如

日
今
福
田
、
遍
谷
而
施
カ
施
勤
、
属
鹿
而
捨
財
捨
賓
、
将
斯
勝
善
、
資

四
益
群
生
、
伏
願
世
界
清
平
、
人
民
楽
業
、
道
途
開
泰
、
一
方
無
蜂
爆
之
害
、

加
路
径
通
流
、
七
部
有
紙
管
之
喜
、
大
王
禄
位
、
年
湾
亀
鶴
之
年
、

「
新
大
徳
造
窟
窟
計
料
」
探
徴

九
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「
新
大
徳
造
窟
懲
計
料
」
探
徴

。

幻
福
作
長
隆
、
歳
等
松
赤
之
歳
、
夫
人
仙
顔
鱒
茂
、
芝
宮
之
寵

盟
爵
日
新
、
玉
貌
恒
築
、
蘭
披
之
膝
麻
曲
一
皿
厚
、
次
願
城
陸
委
諸
、
兵
甲

部
休
行
、
無
関
万
斗
之
盤
、
永
罷
鼓
筆
之
響
、
春
蛮
善
熱
、
夏

担
麦
豊
登
、
東
皐
虞
積
於
千
箱
、
南
面
倍
牧
終
日
万
餅
、
社
稜
康
泰
、
鷹

羽
疾
蝿
除
、
賢
聖
加
威
、
神
熊
町
護
、
然
後
空
飛
陸
走
之
類
、
一
切
帯
性

部
之
徒
、
頼
此
勝
因
、
倶
併
成
果
、
故
題
耳
紀
、
涼
園
夫
人
濯
氏
自

釘
手
造
食
、
供
備
工
人
、
其
月
廿
一
廿
二
雨
日
換
柱
、
材
木
損
折
較
多
、
不
堪

泊
安
置
、
至
廿
三
日
下
手
訴
、
大
王
夫
人
於
南
谷
住
、
至
廿
四
日
訴
了
、
夜

却
聞
大
主
夫
人
従
南
谷
廻
来
、
主
廿
五
日
便
縛
棚
関
、
上
材
木
締
構
、

加
至
六
月
二
日
功
畢
、
四
日
入
城
、
助
修
勾
営
態
管
内
外
都
僧
統
鰭
正
大
師
紫

但
賜
鋼
恵
、
鐸
門
僧
正
願
啓
、
緯
門
僧
正
信
力
、
都
頭
知
子
弟
虞
侯
索
幸
思
一
十
二
寺
、

担
毎
寺
僧
二
十
人
、
木
匠
五
十
六
人
墾
匠
十
人
、
其
工
匠
官
家
供
備
食
飯
、

出
師
僧
三
日
供
食
、
己
後
賞
寺
供
給
、

（
叩
）
賀
世
哲
「
従
供
養
人
題
記
看
莫
高
窟
部
分
洞
窟
的
営
建
年
代
」

（
『
敦
爆
莫
高
窟
供
養
人
題
記
』
所
収
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
六
年

〔
付
記
〕
本
稿
の
主
要
部
分
の
内
容
は
先
に
『
敦
埠
研
究
』

一
九
九
三
年
三
期
に
掲
載
し
た
問
題
の
小
稿
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
文
の
一

部
を
補
訂
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
今
回
の
原
本
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て
釈
文
の
一
部
を
改
め
、
あ
わ
せ
て
参
考
図
版
多
数
と
参
考

史
料
と
を
加
え
た
。
ま
た
再
校
時
に
祷
継
仁
「
日
本
九
州
大
学
蔵
敦
健
文
書
所
記
窟
櫓
的
文
折
与
復
原
」

期
）
に
接
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
『
文
物
』

一
九
九
三
年
一
二

訳
者
あ
と
が
き

馬
徳
氏
は
一
九
五
五
年
一
一
月
、
甘
粛
省
会
寧
県
に
生
ま
れ
、

に
入
り
、
現
在
は
同
院
の
副
研
究
員
と
し
て
、
主
と
し
て
莫
高
窟
造
営
史
の
研
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
。
発
表
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
主

一
九
七
八
年
九
月
、
蘭
州
大
学
歴
史
系
を
卒
業
、
直
ち
に
敦
爆
研
究
院



「

敦

健

廿

昧

考

述

」

「

教

煙

陥

蕃

年

代

再

探

」

「
呉
和
尚
・
呉
和
尚
窟
・
呉
家
窟
」
（
『
敦
健
研
究
』
一
九
八
七
年
三
期
）
「
都
僧
統
之

n
家
窟
。
及
其
営
建
」
（
『
敦
埠
研
究
』

九
年
四
期
）
「
十
世
紀
中
期
的
莫
高
窟
崖
面
概
観
」
（
『
一
九
八
七
年
教
憧
石
窟
研
究
国
際
討
論
会
文
集
』
所
収
、
遼
寧
美
術
出
版
社
、

一
九
九

O
年
）
「
敦
陸
遺
書
莫
高
窟
営
建
史
料
桟
論
」
（
『
一
九
九

O
年
敦
健
学
国
際
学
術
討
論
会
文
集
』
所
収
、
遼
寧
美
術
出
版
社
、

一
九
九
三
年
）
、
「
敦
埠
莫
高
窟
吐
蕃
・
帰
義
軍
時
代
的
営
建
」
（
『
九
州
学
刊
』
第
六
巻
第
四
期
、
一
九
九
三
年
）
等
が
あ
り
、
現
在

『
敦
埠
遺
書
莫
高
窟
史
料
嚢
識
』
を
ま
と
め
ら
れ
、
出
版
の
準
備
中
で
あ
る
。

訳
者
は
文
部
省
派
遣
の
在
外
研
修
員
と
し
て
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
、
主
と
し
て
北
京
大
学
に
滞
在
し
た
が
、
敦
埋
を
訪

れ
た
際
に
、
北
京
大
学
中
国
中
古
史
研
究
セ

γ
タ
l
の
栄
新
江
助
教
授
の
御
紹
介
で
馬
徳
氏
と
出
会
い
、
種
々
御
厚
誼
に
預
っ
た
。
一
九

九
三
年
四
月
に
至
り
、
馬
徳
氏
は
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
の
客
員
研
究
員
と
し
て
来
日
き
れ
、
一
年
間
に
渉
り
主
と
し
て
東
京
で
敦
埋

文
書
の
研
究
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
日
本
で
旧
交
を
暖
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
九
州
大
掌
文
学
部
は
数
点
の
敦
埠
文
書
を
所
蔵
し
て
お
り
、
す
べ
て
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
、
文
学
部
図
書
室
の
貴
重
書
室
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
は
、
元
来
中
国
哲
学
史
研
究
室
の
所
蔵
に
か
か
り
、
「
支
哲
i
二
O

一
O
八
」
な
る
架
蔵
番
号
が
与
え
ら
れ
た
封
筒
に
入
っ
て
い
る
。
図
書
室
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
は
一
九
四
九
年
、
田
中
三
男

要
な
も
の
に
は
、

（
『
陽
関
』

一
九
八
五
年
五
期
）
、

（
『
敦
憧
研
究
』

一
九
八
五
年
三
期
）
、

一
九
八

氏
よ
り
購
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
馬
徳
氏
や
鴻
継
仁
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
当
該
文
書
の

価
値
が
確
認
さ
れ
た
以
上
、
よ
り
適
切
な
修
復
・
保
存
措
置
が
採
ら
れ
て
然
る
べ
き
よ
う
に
思
う
。
な
お
、
訳
文
は
原
文
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
に
努
め
た
が
、
斗
棋
が
本
来
ど
う
い
う
構
造
で
あ
っ
た
か
は
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
よ
ろ
に
思
わ
れ
る
し
、

「
計
料
」
に
は
勾

欄
以
外
に
も
軒
桁
・
棋
な
ど
の
屋
頂
部
そ
の
他
の
部
材
で
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
地
梁
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

立
論
上
ど
の
程
度
の
重
み
を
置
き
う
る
か
、
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
由
’
し
添
え
て
お
く
。

本
稿
の
公
表
に
至
る
ま
で
に
は
、
九
州
大
学
文
学
部
の
諸
先
生
方
、
中
で
も
中
国
哲
学
史
学
科
の
町
国
三
郎
教
授
、
東
洋
史
学
科
の
川

「
新
大
徳
造
窟
窟
計
料
」
探
徴



「
新
大
徳
造
窟
震
計
料
」
探
徴

勝
賢
亮
教
授
、
美
学
美
術
史
学
科
の
菊
竹
淳
一
助
教
授
、
文
学
部
図
書
掛
主
任
田
嶋
秀
晃
氏
よ
り
御
高
配
、
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

本
学
工
学
部
建
築
学
科
の
山
野
善
郎
助
教
授
、
福
岡
大
学
の
岡
藤
良
敬
教
授
、
元
九
州
歴
史
資
料
館
の
渡
辺
正
気
氏
よ
り
助
言
を
賜
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
全
て
の
文
責
は
馬
徳
氏
お
よ
び
坂
上
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
結
び
と
す
る
。

〔
付
記
〕
鴻
継
仁
論
文
（
罵
徳
氏
〔
付
記
〕
参
照
）
五
八
頁
は
、
当
該
文
書
第
釘
行
「
標
」
を
「
橡
」
の
誤
り
、
第
5
行
「
口
子
」
を

「
槙
子
」
も
し
く
は
「
棒
子
」
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
図
版
ー
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
5
行
第
一
字
の
下
半
分
は
「
木
」

な
い
し
「
禾
」

「
示
」
で
あ
り
、

「
寸
」
で
は
な
い
。
ま
た
「
禾
」

っ
さ
と
し
た
場
合
に
、
こ
の
字
の
左
側
に
木
篇
が
あ
っ
た
と
す
る

想
定
も
無
理
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
馬
徳
氏
の
釈
文
の
よ
う
に
「
柑
（
集
）
」
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
も
、
「
標
」
な
い
し
「
樽
」
と
す
る

れ
ん
じ

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
幻
行
の
「
槙
子
」
は
、
そ
の
－
記
さ
れ
た
位
置
か
ら
み
て
窓
の
部
材
と
見
、
い
わ
ゆ
る
連
子
と
解
す
る
方
が

穏
当
か
。

（
三
月
七
日
、
三
校
に
際
し
て
）


